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研究成果の概要（和文）：ホンヤドカリ属のオスに見られる配偶者選択について「オスは他個体との遭遇を社会情報と
して利用して配偶者選択する」という仮説と「オスは他個体との遭遇を、その他個体に関する独自情報として利用して
配偶者選択する」という仮説を検証した。研究の結果、オスがメスとの遭遇頻度を、そのメスに対する独自情報として
利用し、他のオスによってガードされているという社会情報が配偶者選択に影響を与えることなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The following two hypotheses were examined in Pagurus hermit crabs; (1) males 
choose their mates with using social information due to encoutering other crabs, and (2) males choose 
their mates with using private information due to encoutering other crabs. We found that frequency of 
encountering a female were used as private information indicating the encounter frequency of the female 
in a species, but not as social information indicating encounter frequency of females, and that males 
tend to overestimate the quality of females pairing with other males.

研究分野：動物生態学
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１．研究開始当初の背景 
 動物は意思決定の際に様々な情報を集め
る。情報の区分には、例えば視覚情報や嗅覚
情報などの情報獲得器官の違いに基づいた
区分や、現在の情報と過去の情報という時系
列に基づいた区分がある。近年注目されてい
る情報区分が、独自情報と社会情報という区
分である。独自情報とは、自分で集めた情報
であり、知りたい情報そのものである。一方、
社会情報とは、動物が他個体を観察して得る
情報である（図１）。動物にとって、社会情報は、
他個体の振る舞いと別の情報 (動物が知りた
い情報) が相関するときに利用価値がある。
一方、社会情報は独自情報より低コストで獲
得できるが知りたい情報を反映していない可
能性がある。 
 

図１．独自情報と社会情報の対比 

 社会情報の利用は、脊椎動物や社会性昆
虫で古くから研究されているが、近年、他の無
脊椎動物でも研究されはじめている。例えば
コオロギの一種は、捕食者回避のために、他
個体の行動を社会情報として利用する 
(Coolen et al. 2005)。配偶者選択における社
会情報の利用 (コピー行動等) は、ショウジョ
ウバエやシオマネキで報告されている (Mery 
et al. 2009, Milner et al. 2011)。これらの研究か
ら、様々な無脊椎動物 (とくに節足動物) が
社会情報を利用していることが示唆されるが、
現時点での研究例はごくわずかである。 
 申請者は、これまでにホンヤドカリ、ヨモギホ
ンヤドカリ (ヨモギと略す)、テナガホンヤドカリ 
(テナガ) のオスの配偶者選択を研究してきた。
ホンヤドカリ属のオスは交尾・産卵間近なメス
を交尾前ガードする。オスの配偶者選択には、
あるメスを配偶者 (ガードする相手) とみなす
かという閾値選択と、複数のメスからガード相
手を選ぶ相対値選択の 2 通りがあり、申請者
らのこれまでの研究成果も、2 つに大別できる。
例えば、閾値選択に関する成果として、テナ
ガのオスでは、以下のことが明らかとなってい
る；オスは、性比がオスに偏っているときや、メ
スとの遭遇頻度が低いときには、産卵まで長
時間を要するメスでもガードする (閾値基準を
下げる) (Wada et al. 1999)。一方、相対値選択
に関する成果としては以下のことが明らかとな
っている； 野外で別のオスにガードされてい
たメス２匹と同時に出会ったとき、大型オスは
大きなメスをガードするが、小型オスは、小型
メスの産卵日が大型メスよりも近い場合には小
型メスを選ぶ (Wada et al. 2011)。 
 これらの成果は、テナガのオスが配偶者選
択するとき、配偶候補者となるメスの産卵日 

(成熟度合い) や体長という独自情報に加え
て、他個体との遭遇履歴も利用していることを
示唆している。そこで申請者は、ヤドカリのオ
スが、遭遇履歴を社会情報として配偶者選択
に利用しているという仮説を立てた。一方、オ
スは各個体との遭遇履歴を、各個体に関する
独自情報として配偶者選択に利用していると
いう仮説も考えられる。なお、これらの仮説は、
互いに排他的な仮説というわけではない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上記の仮説を検証するために、
以下の具体的課題に答えることを目的とした。 
課題 1. オスは、メスとの遭遇頻度に応じて閾
値選択の基準を変えるか？  
課題2. オスは、他のオスとの遭遇履歴 (遭遇
頻度や遭遇時の個体間関係) に応じて、閾
値選択と相対値選択の基準を変えるか？  
課題 3. オスは、他のオスの配偶行動に応じ
て、閾値選択と相対値選択の基準を変える
か？  
 
３．研究の方法 
 基本的には、繁殖期前からオスを飼育して、
遭遇履歴を操作した。そして繁殖期中に、そ
のオスを観察対象とした配偶者選択実験を行
い、実験に用いたメスが産卵するまで、全個
体を飼育した。実験個体は全て、函館湾西岸
に位置する葛登支岬周辺の岩礁海岸で採集
した。 
 メスとの遭遇頻度が配偶者選択(閾値選択)
の基準に及ぼす影響を検証するために、テナ
ガとヨモギを対象種として、各対象種の繁殖
期前後にわたる飼育実験をおこなった。本実
験では、遭遇頻度がそれぞれ異なる３個体の
メス (ほぼ常に同居していたメス、12 時間に１
回の頻度で遭遇したメス、24 時間に１回の頻
度で遭遇したメス)に対するガード時間を測定
した。 
 オスが、他のオスとの遭遇履歴 (遭遇頻度
や遭遇時の個体間関係) に応じて、閾値選
択と相対値選択の基準を変えるかどうかを確
かめるために、テナガとヨモギを対象種とし
た飼育実験をおこなった。テナガでは大型オ
スとの遭遇頻度を４段階（大型オスとの遭遇
なし、24時間に１回遭遇、8時間に１回遭遇、
ほぼ常に同居）に操作した条件で、メスに対
するガード時間を測定した。ヨモギでは、他
のオスとのオス間闘争を経験させて、オス間
闘争を経験して勝った後と負けた後の配偶
者選択を記録した。 
 オスが、他のオスの配偶行動に応じて、閾
値選択と相対値選択の基準を変えるかを調べ
るために、テナガとヨモギを対象種として実験
をおこなった。ヨモギでは単独オスを、野外で
他のオスにガードされていたメスと交尾前ガー
ドペアに同時に遭遇させて、どちらのメスを選
ぶかを記録した。テナガでは単独もしくは交
尾前ガード中のオスを、野外で他のオスにガ
ードされていたメスかあるいは交尾前ガードペ



アと遭遇させた場合の行動を記録した。  
 
４．研究成果 
 メスとの遭遇頻度が配偶者選択(閾値選択)
の基準に及ぼす影響を検証した結果、テナガ
では、遭遇頻度が異なるメスに対するガード
時間が有意に異なる結果が得られた（図２）。
この結果は、テナガのオスが各メスとの遭遇
頻度を、各メスに対する独自情報として捉え
ていることを示唆している。 

 
図２．各メスに対する３段階の遭遇頻度条件に
おけるテナガホンヤドカリのガード時間組成 
 
 一方、ヨモギでは、遭遇頻度が異なるメス
に対するガード時間に有意な違いは認めら
れなかった（図３）。今後、さらに検証を重
ねる必要があるが、ヨモギのオスは、各メス
との遭遇頻度を社会情報として認識して、こ
の社会情報から性比を評価していることが
示唆される。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３．各メスに対する３段階の遭遇頻度条件に
おけるヨモギホンヤドカリのガード時間組成 
 
 オスの閾値選択と相対値選択の基準に対す
る、他のオスとの遭遇履歴 (遭遇頻度や遭遇
時の個体間関係) の影響を検証した結果、テ
ナガでは、劣位オスのガード時間が優位オス
との遭遇頻度に応じて変化した（表１）。こ
の結果は、オスが配偶者をめぐる闘争でメス
を奪われるリスクを優位なオスとの遭遇頻
度に基づいて評価したことが示唆される。 

 

 

表１．優位オスとの遭遇頻度が劣位オスのガー
ド時間に及ぼす影響 

 

 

 他のオスの配偶行動が配偶者選択に及ぼ
す影響を検証するために、ヨモギの単独オス
を、野外で他のオスにガードされていたメスと
交尾前ガードペアに同時に遭遇させて、どち
らのメスを選ぶかを記録した結果、オスが他の
オスにガードされているメスに接近するか、単
独メスに接近するかの意思決定には、他のオ
スとの体長差やメスの体長差が影響を及ぼし
ていた（図４）。全体的には、それぞれのメスに
接近した頻度はほぼ等しかったが、他のオス
にガードされているメスを奪う方がコストが大き
いことを考慮すると、もしオスが独自情報のみ
に基づいて意思決定したならば、オスは単独
メスに高頻度で接近すると予想される。つまり、
本研究の結果は、ヨモギのオスが、他のオス
がガードしているという社会情報に基づいて、
そのメスを奪おうと接近したことを示唆してい
る。 

 

図４．ヨモギホンヤドカリのオスの配偶者選択 
 
 テナガでは、ガード中のオスが、(1)野外で
他のオスにガードされていたメス、あるいは(2)
他のガードペア、と出会ったときの行動を観察
した。その結果、(1)では、40 例中 3 例でオス
はメスを変更した。(2)では56例中15例で、ガ
ード中の優位オスが劣位オスからメスを引き離



した。しかし、配偶相手の変更は3例でしか起
こらなかった。(1)の結果は、新たなメスと出会
っても、オスはガード中のメスを重視することを
示唆する。(2)の結果は、ガード中のオスは社
会情報によってメスを奪おうとすること、しかし
ほとんどの場合、結局は配偶相手の変更に至
らないことを示唆している。 
 本研究によって、ヤドカリのオスが配偶者
選択において社会情報を積極的に利用して
いることや、その利用様式には種間変異が認
められることが明らかとなった。 
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